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田国男の仕事をモデルにして内発的発展を考える（The Works of Yanagida Kunio as a 
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第 1 節 金山町の概要と地域構造 
 
 山形県最上郡金山町は山形県北部の秋田県境に位置し、東西約 18 キロメートル、南北約
























る。2020 年度を目標年次として策定された第 4 次金山町新総合発展計画（2011 年）では、
①オンリーワンの心地良い町、②未来にきらめく元気な町、③優しさあふれる健康と福祉の
町、④自然と共生する人にやさしい町、⑤学び・感動・創造を生む町、⑥創郷力＜そうごう
りょく＞を生む町の 6 項目を施策の柱と位置づけている。 
 金山町の産業構造に関する基礎データは、以下のとおりである。 
   
   
   
地目 田 畑 山林 原野 雑種地 宅地 その他 計
面積 16.42㎢ 2.15㎢ 107.05㎢ 5.08㎢ 1.18㎢ 1.73㎢ 28.18㎢ 161.79㎢
構成比 10.2% 1.3% 66.2% 3.1% 0.7% 1.1% 17.4% 100.0%
表1-1-1　金山町の地目ごとの面積
(町のすがた2015、金山町）
産業 総数 男 女 産業 男 女 総数 産業 男 女 総数
計 3,100 1,757 1,343 農業 345 202 547 金融・保険業 16 34 50
第１次産業 600 390 210 林業 44 7 51 不動産業 6 4 10
第２次産業 1,089 698 391 漁業 1 1 2 学術研究、専門・技術サービス業 10 10 20
第３次産業 1,411 669 742 鉱業 3 0 3 飲食店・宿泊業 36 99 135
建設業 400 32 432 生活関連サービス業、娯楽業 38 62 100
製造業 295 359 654 教育・学習支援業 34 49 83
電気・ガス・水道業 4 0 4 医療・福祉業 45 193 238
情報・通信業 3 2 5 複合サービス業 59 22 81
運輸業 80 18 98 サービス業 81 25 106
卸売・小売業 155 178 333 公務 102 46 148

















金山町は、総面積のうち 66.2％を山林が占め、森林面積 12,706ha の 40.9％が人工林で








































































































































































































































          
地域公民館
大会グループ 自治公民館名 設立年度 世帯数 人口
十日町公民館 昭和９ 158 476
羽場公民館 昭和５６ 138 440
七日町公民館 昭和４２ 327 1009
内町公民館 平成３ 69 206
山崎公民館 昭和６０ 83 314




上台公民館 昭和３９ 59 255
飛森公民館 平成１３ 44 137
魚清水公民館 昭和３６ 20 67
稲沢公民館 平成元 70 260
宮公民館 平成１３ 23 70
柳原公民館 昭和３３ 49 165
下向公民館 昭和４１ 36 126
入有屋公民館 昭和５７ 25 96
朴山公民館 不明 45 183
板橋公民館 昭和４７ 39 147





杉沢公民館 昭和１２ 11 37
外沢公民館 平成１３ 14 45
上中田公民館 昭和４７ 19 63
下中田公民館 昭和５３ 34 94





片貝公民館 昭和３７ 49 190
安沢公民館 平成２ 58 223
田茂沢公民館 昭和５４ 28 119







































































































全国町村会ウェブサイト『町村のとりくみ』2558 号（2006 年 4 月 24 日号）、 
http://www.zck.or.jp/forum/forum/2558/2558.htm 
2) 2014 年 8 月 27 日-30 日に実施した筑波大学・宇都宮大学学生による金山町住民に対す
るインタビュー調査によって明らかとなった。 
3)森巌夫『小さな町の大きな試み－情報公開と杉の金山町』清文社、1985 年、p.130 


























19)2012 年 7 月 23 日実施の金山町中央公民館における聞き取りによる。 



































































































































































































































































































































十日町 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
羽場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
七日町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
内町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
山崎 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
荒屋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
飛森 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
魚清水 ○ ○ ○
稲沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
柳原 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下向 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
入有屋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朴山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
板橋 ○ ○ ○ ○ ○
長野 ○ ○ ○ ○ ○
漆野 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
谷口 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
杉沢 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ●
外沢 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上中田 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
下中田 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小蝉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下野明 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○
楢台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
片貝 ○
安沢 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
田茂沢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



























































































































8)2012 年 7 月 23 日実施の金山町中央公民館における聞き取りによる。 
9)2012 年 8 月 6 日実施の十日町地区岸区長への聞き取りによる。 
10)2012 年 8 月 26 日に行った内町地区丹区長（当時）への聞き取りによる。 
11)2012 年 9 月 10 日に行った長野地区井上区長（当時）への聞き取りによる。 
12)2012 年 9 月 13 日に行った下野明地区柴田区長（当時）への聞き取りによる。 
13)2012 年 9 月 11 日に行った上中田地区栗田区長への聞き取りによる。 
14)2014 年 1 月 30 日に宮崎県綾町で実施した元宮原地区自治公民館長松元茂氏の聞き取り
よれば、同地区内では交友のための「頼母子講」が数多く存在している。三世代同居世帯
が多い同地区の場合、仮に三代の夫婦 6 人で、一般的に見られる一人 3～4 講に参加し、




























































































































































































































































































































と呼ばれる組織が 12 団体（男性 8 団体、女性 4 団体）存在している。男性の無尽を見ると、
90 代（反の会）、80～70 代（楯の会）、70～60 代（十五日会）、60 代（二十三日会）、50 代




















に分けられている。「平成 27 年度十日町地区会通常総会資料」によれば、1 級（年会費 40,800
円）の世帯が 3 戸、2 級（年会費 24,400 円）の世帯が 7 戸、3 級（年会費 13,600 円）の世











































































































































































北福祉大学紀要』第 4 巻第 1 号、1980 年、p.133 
3)太田堯『子育て・社会・文化』岩波書店、1993 年、p.60 
4)松田武雄「社会教育におけるコミュニティ的価値の再検討―社会教育概念の再解釈を通し




山本英弘『現代日本の自治会・町内会 第 1 回全国調査にみる自治力・ネットワーク・ガ
バナンス』木鐸社、2009 年、p.80 
7)同、p.80 
8)徳野貞雄「「赤の他人との関係」より「知り合いとの関係」」現代農業 2009 年 2 月増刊『金





11)2014 年 1 月 24 日実施の飯田市公民館副館長木下巨一氏の聞き取りによる。 
12)保母武彦『内発的発展論と日本の農山村』岩波書店、1996 年、p.183 














20)2012 年 8 月 26 日実施の内町地区区長（当時）丹潔氏への聞き取りによる 
21)2014 年 7 月 31 日実施の元内町地区区長丹潔氏への聞き取りによる 





















































くものを含む契約講が 12 講あった。そのうち 9 講は加入戸数の多い地区の自治公民館を使
って総会を行ってきた。1872 年の戸籍では町中心部の戸数は 124 戸であり、明治初期に結

























 分析対象とした契約帳は、1957 年（昭和 32 年）の決議事項から記載されており、最初の

































だったことが分かる。金山町では、1967 年（昭和 42 年）に町の火葬場が建設されるまで
は、所定の焼場にて一晩かけて遺体を焼いており、また野辺送り、葬祭に関する大工仕事、
近隣へのお知らせ等の手伝いもあり、葬祭は地区にとっても大きな負荷のかかる仕事であ


























昭和35年 旧10月20日 ○ ○ ○
昭和36年 旧10月20日 ○
昭和37年 11月24日 ○
昭和40年 11月17日 ○ ○ ○ ○
昭和42年 11月10日 ○
昭和43年 11月10日 ○
昭和44年 11月10日 ○ ○
昭和46年 11月10日 ○ ○ ○
昭和47年 11月10日 ○
昭和49年 11月10日 ○
昭和50年 11月10日 ○ ○
昭和53年 11月10日 ○ ○
昭和55年 11月10日 ○ ○ ○
昭和56年 11月10日 ○ ○
昭和57年 11月10日 ○ ○ ○
昭和58年 11月6日 ○ ○
昭和59年 11月4日 ○ ○
昭和60年 11月10日 ○
昭和61年 11月9日 ○ ○ ○ ○
昭和62年 11月8日 ○
昭和63年 11月6日 ○ ○
平成元年 11月5日 ○ ○
平成2年 11月4日 ○ ○
平成3年 11月10日 ○ ○
平成4年 11月8日 ○ ○ ○
平成5年 11月7日 ○
平成6年 11月6日 ○ ○ ○
平成7年 11月5日 ○ ○
平成8年 11月10日 ○
平成9年 11月9日 ○ ○ ○
平成10年 11月8日 ○ ○
平成11年 11月7日 ○
平成12年 11月5日 ○ ○
平成13年 11月4日 ○
平成14年 11月10日 ○
平成15年 11月9日 ○ ○ ○
平成16年 11月7日 ○ ○ ○ ○
平成17年 11月6日 ○ ○
平成18年 11月5日 ○ ○
平成19年 11月4日 ○
平成20年 11月9日 ○ ○ ○
平成21年 11月8日 ○
平成22年 11月7日 ○ ○
平成23年 11月6日 ○ ○
平成24年 11月4日 ○ ○
平成25年 11月10日 ○ ○ ○ ○



















設された 1972 年（昭和 47 年）以降は、公民館を会場とすること（当番は各戸持ち回りの
まま）が決議されている。開催日は、旧暦の 10 月 20 日だったが、1975 年（昭和 50 年）
に「11 月 10 日（新暦）前後の日曜日」にする提案がなされ、1981 年（昭和 56 年）から改
められた。同時に、米 5 合の持参も廃止されている。また、1991 年（平成 3 年）からは、
各戸持ち回りの当番制を改め、上組・中組・下組の三班（複数戸）の持ち回り制へと切り替
えられている。契約講の賄いについても、1984 年（昭和 59 年）にオードブルへの変更、
2013 年（平成 25 年）に折り詰めへの変更、同年手方の廃止が行われている。これらは、生
活改善と負担軽減のためと思われる。 
 次に、契約講の主たる機能である「葬祭関連」の協議内容を見てみると、「幼児死亡の場
合の取り扱い（昭和 32 年）」、「不参者の取り扱い（昭和 35 年）」、「町の火葬場の利用・若
勢の廃止（昭和 42 年）」、「葬儀及び村念仏の簡素化（同）」、「葬儀の際の弔問人数（昭和 43







決議事項では、1969 年（昭和 44 年）の「公民館建設」、1981 年（昭和 56 年）の「児童公
園造成」などがあげられる。生活改善については、「快気祝の廃止・不幸時の礼状の廃止（昭
和 57 年）」、「お日待ち講の開催回数の減（昭和 61 年・平成元年・16 年）」、「「おなかま（神
オロシ）」の廃止（昭和 63 年）」、「部落一斉清掃の廃止（平成 7 年）」、「河川清掃の廃止（平
成 20 年）」など、時代の変遷に伴う見直し、旧習の撤廃、行事の簡素化が図られてきた。 
この一方で増えてきたのが、人口減・高齢化・独居化に伴う協議事項である。一名は 1987
年（昭和 62 年）に寄議の不参金・共同作業が免除となり、1995 年（平成 7 年）に地区経費
が全額免除となっている。別の一名も 1988 年（昭和 63 年）に寄議の不参金・共同作業が
免除となり、翌年、契約講から除外することが検討されている。このような不在者（高齢者
施設入居等）の取り扱いは、1991 年（平成 3 年）の協議題となり、不参金の不徴収が決定
された。その後も、1995 年（平成 7 年）、2004 年（平成 16 年）に地区経費の不徴収が協議































































































柳原地区と稲沢地区に約 600 年の伝統を持つ「番楽」という民俗舞踊が残っている。 
柳原地区では、地区内に「柳原番楽保存会」が組織されている。一時期活動が低迷したが、
2000 年に JR 東日本の東日本鉄道文化財団の「地方文化事業支援」助成を受けて持ち直し







































































































































対して、図 4-2-1 のとおり、金山町の高校生の 69.8％が将来も住み続けたいと答え、最上郡
内でトップとなっているという結果が応えている 24)。その内訳を見ると、「住みたい（外に
出ることなく住み続る）」の回答では 8 市町村中 5 番目だが、一時的に外に出た後に「戻っ
てきて住みたい」の回答は 54.7％でトップあり、この割合が他の市町村よりも高く示され
ていることが、金山町の特徴となっている。 
   
   
84 
 





































































































































































































































































































































10)2015 年 12 月 19 日実施の金山町教育委員会須賀稔氏への聞き取りによる。 





14)2012 年 9 月 11 日実施、柳原地区三上区長（当時）への聞き取りによる。 
15)有屋小学校学校文集『かむろ』第 50 号、2015 年、pp.24-25 
16)同上、pp.53-54 
17)有屋小学校学校文集『かむろ』第 49 号、2014 年、p.62 
18)2012 年 9 月 10 日実施、安沢地区加藤区長（当時）への聞き取りによる。 
19)明安小学校学校文集『明安の子ども』第 49 号、2015 年、pp.47-49 
20)同上、pp.58-59 
21)金山町教育委員会「森と町と人のミュージアム 傳 vol.1」、2015 年、p.10 






24)「若者定住に関する「高校生の意識調査」結果の概要について」、2009 年 11 月 9 日、山
形県最上総合支庁、p.2 
25)江馬前掲書、pp.80-81 




28)2015 年 9 月 22 日実施、七日町地区在住 O 氏への聞き取りによる。 






















































 回答者の属性は図 5-1-1a・図 5-1-1b のとおりであり、男女の比率は、内町地区：男 51.4％・
女 48.6％、朴山地区：男 42.3％・女 57.7％、小蝉地区：男 41.3％・女 58.7％であった。 
  

































































    
      












































































3 地区の比較のために、居住意識（設問 2（図 5-1-2）～設問 4（図 5-1-4））を整理したも
のが表 5-1-1 である。これによると、上段の肯定的意識では、金山町に対する意識（設問 2）・
地区に対する意識（設問 3）とも、3 地区共通で 7 割以上の人が肯定的な意思を示している。
これは、設問 4 で約 7 割の人が今後も金山町に住み続けたいという回答していることとつ



























内町地区 75.8% 79.8% 69.6%
朴山地区 75.7% 72.8% 69.8%







内町地区 12.1% 5.6% 6.4%
朴山地区 8.7% 11.7% 5.7%


















       























































間関係」などの要素で、他の 2 地区よりも一段低い数値が出ている。 
         






















































































































人間関係 信頼 思いやり 絆 楽しさ 収入 雇用 食べ物


























































































































































































































       























楽しさ 信頼 思いやり 絆 ⼈間関係 収⼊ 雇⽤ ⾷べ物
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40 代と 50 代の間にギャップが見られることについては、住民の構造を反映したデータに
基づくより詳細な分析を行う必要性が残されている。 
 





























その際、図 3-3-1（第 3 章）「住民活動を通じた地域意識形成のプロセス」で示した意識変容




四段階からなるマトリックスに対応させて表記することにより、S 氏（図 5-2-1）、O 氏（図
5-2-2）の意識変容の把握を試みる。 
 




































ようになり、金山町に住むことを納得している。図 5-2-2 からは、S 氏と同様に、四つの観
点が相互に関連しあいながら、地域意識が推移してきたことが読み取れる。 
第1段階 第2段階 第3段階 第4段階
















































































第1段階 第2段階 第3段階 第4段階















































































































































































































































①調査時期：2014 年 11 月中旬～11 月末日まで 
②調査方法及び回収率 
自治区長・隣組長を通じて送付・回収する方法で、3 地区住民に対する全数調査（2014






内町地区 198 127 64.14%
朴山地区 194 106 54.64%
小蝉地区 66 54 81.82%




2)2012 年 8 月 26 日実施の内町地区区長（当時）丹潔氏への聞き取りによる。 
3)2014 年 5 月 24 日実施の朴山地区区長松田順一氏への聞き取りによる。 
4)2014 年 5 月 24 日、松田氏 
5)同上 
6)2012 年 7 月 30 日、地域公民館大会（有屋地域）議事録、金山町教育委員会作成 
7)平成 27 年度版「最上地区の概況」（山形県最上総合支庁総務企画部地域振興課）によれ
ば、金山町の生活保護率（0.71%）は最上郡の平均（0.65％）より高い。しかし、核家族
の割合 35.5%（郡平均 43.1%、県平均 48.3%）は低く、一世帯あたりの人数 3.57 人（郡




9)内山節『共同体の基礎理論 自然と人間の基層から』農山漁村文化協会、2011 年、p.32 
10)松田貢（前町長）「景観にとけ込んだ暮らしづくり～杉から波及する 100 年計画の実践
～全国町村会ウェブサイト『町村のとりくみ』2558 号（2006 年 4 月 24 日号）、 
 http://www.zck.or.jp/forum/forum/2558/2558.htm 
11)村松真「農山村における景観形成施策の特色－山形県金山町の景観作りを事例として－」
東北大学農学部農業経営学研究室『農業経済研究報告』第 33 巻、2002 年、p.71 
12)千賀裕太郎・和気芳道「農業水利施設の親水利用と維持管理について」『農村計画学会誌』






































































































































































































































































































































































う」と決意した」 44)と記している。「つどい」は 1979 年に解散したが、S 氏は解
散賛成派で、「つどい」での「行き詰まりは、勉強したがキリがない。どこかで一
回止めて実践してみる必要があった」45)という。「つどい」での学習を経験してい
る S 氏にとって「耕人舎」は、「つどいでの学習の深化」だった。  
 「つどい」は、1970 年に新庄市で第一回が開かれて以後、1979 年の解散まで、
年一回の集会を開いた。この「つどい」を支えたのが会報「つどい通信」であり、


































































































































































































































































8)2014 年 4 月 28 日～8 月 28 日、「耕人舎」中心メンバー6 名（K 氏、H 氏、Y
氏、S 氏、N 氏、A 氏）を対象に、生い立ちと現在における「耕人舎」につい




及会、2006 年、はじめに  
11)2014 年 6 月 16 日、K 氏  
12)栗田和則『耕す日々』耕人舎、1985 年、p.91 
13)2014 年 8 月 28 日、K 氏  
14)栗田前掲書、p.18 
15)同上  
16)2014 年 6 月 22 日、A 氏  
17)2014 年 6 月 14 日、Y 氏  
18)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
19)2014 年 6 月 7 日、N 氏  
20)2014 年 6 月 22 日、A 氏  
21)2014 年 8 月 28 日、K 氏  
22)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
23)2014 年 6 月 14 日、H 氏  
24)2014 年 6 月 7 日、N 氏  
25)同上  
26)2014 年 4 月 28 日、N 氏  
27)阿部進「汗のむくいられる農業を－わが研究会の農家調査奮戦記－」『住民と
自治（86 年 3 月号）』自治体問題研究所、1986 年、p.61 
28)2014 年 6 月 16 日、K 氏  
29)2014 年 8 月 28 日、K 氏  
30)2014 年 6 月 7 日、N 氏  
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31)2014 年 6 月 22 日、A 氏  
32)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
33)庄司博司「「おれたちの分校を残そう」熱い思いが地域おこしに」『AFC フォ
ーラム 2009 年 3 月』日本政策金融公庫農林水産事業本部、2009 年、p.34 
34)2014 年 8 月 28 日、K 氏  
35)宮原前掲書、pp.299-300 
36)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
37)須藤典夫「金山町農民交流会のあゆみ」『耕人舎資料 etc』1999 年、p.17 
38)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
39)2014 年 6 月 14 日、H 氏  
40)2014 年 6 月 14 日、Y 氏  
41)2014 年 6 月 7 日、N 氏  
42)中島紀一「宇佐美先生－未来へのまなざし」『未来をみつめて（総合農学研究








たち」『月刊社会教育（1976 年 1 月）』国土社、1976 年、p.29 
48)大滝十二郎「働き終えて夜学ぶむらの若者たち－たとえ一粒の種地にこぼれて












56)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
57)大滝前掲『月刊社会教育』論文、p.34 
58)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
59)栗田前掲書、p.8 
60)2014 年 6 月 16 日、K 氏  
61)2014 年 8 月 28 日、K 氏  
62)栗田和則・栗田キエ子・内山節・三宅岳前掲書、はじめに  
63)2014 年 6 月 7 日、N 氏  





68)2014 年 6 月 7 日、N 氏  
69)2014 年 6 月 22 日、A 氏  
70)2014 年 6 月 22 日、S 氏  
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域づくりを目指して、地域での実践へと向かったのである 4)。  
 














 第一期：金山町交流会（「耕人舎」）発足と会員の交流（1980 年から 1983 年） 
 第二期：活動方針の見直しと行動（1984 年から 1985 年）  
 第三期：対外活動の挫折（1986 年）  
 第四期：方向性の変化と実践（1987 年から現在）  
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(1)第一期：金山町交流会「耕人舎」発足と会員の交流（1980 年から 1983 年）  
 
 1980 年 1 月 20 日の第 1 回交流会（設立総会）には、26 名の会員が参加した。
呼びかけ人でもある、K 氏、H 氏、Y 氏、N 氏、S 氏を含む 8 名の世話人が選出
され、「交流会」の「世話及び事務局的役割をする」ための世話人会が設けられた。
第一期における、各年の会合の開催状況は、以下のとおりである。  
   1980 年：交流会（全体会）6 回、世話人会 7 回  
   1981 年：交流会（全体会）2 回、世話人会 4 回  
   1982 年：交流会・学習会（全体会）8 回、世話人会 1 回  
   1983 年：学習会（全体会）1 回、世話人会 3 回  
 第 1 回交流会の講演は山形農民文学懇話会「地下水」で大滝と同人の星完治、
第 6～8 回の講演は、農林水産省農業総合研究所で宇佐美と共に勤務していた豊
田隆がつとめており、その人選には、「つどい」や宇佐美とのつながりが見られる。
第 3～5 回の交流会は「マナイタ論議」、第 10～14 回の交流会では「農産物自由
化」のテキストを用いた学習会として行われるなど、足元の地域課題を直視した
内容の学習が行われていた。また、1983 年 4 月には、機関誌「耕人」の第 1 号

































いる 8)。  
 




 1984 年から 1985 年の 2 年間は、「耕人舎」の活動において、とても大きな意
味のある二年間となった。  
   1984 年：交流会（全体会）2 回、世話人会 8 回、農家調査とまとめ  
   1985 年：定例会（全体会）0 回、世話人会 0 回、農家調査報告書発行  










































































 活と経営についての調査（農家調査）」にとりくむものです。  




  遊休地など）  
 ・経営の変遷・家族構成の変化・収量の変化・家庭の大きな出来事  
 ・農業をやってきた理由・今後の見通し  
 ・部落の混住化について（農業施設の管理、行事、消費生活、意識の違い）  
 ・自給についてどう考えるか  
 ・兼業についてどう考えるか  
 ・跡継ぎについて  
























































































































































野菜販売額 1 億円を越える 1 億 239 万円の販売額に到達させた。会員数は、1979













れた人生だったと思う」 27)という Y 氏の姿勢は、重富が示した「前提条件」と多
くの点で重なる。  




えている」 28)。徹底した実績主義で、実益を出すことに力を注いだ Y 氏は、多く
の賛同を得て「野菜出荷額一億円運動」を進め、短期間で実現させた。  
 























































 日本におけるグリーン・ツーリズムは、1992 年 7 月に農林水産省の諮問機関
である「グリーン・ツーリズム研究会」が、中間報告書「グリーン・ツーリズム
の提唱－農山漁村で楽しむゆとりのある休暇を」を出したのが発端とされる 33)。
K 氏は、これに先立ち、同じ 1992 年に自宅敷地内にログハウスの建設を始め、
本場のグリーン・ツーリズムを見るために、1993 年にはドイツを訪れている。そ
して、ドイツで見てきた「フェーレン・ハウス（休暇の家）」を参考にして、独自














 また、K 氏は、1986 年から「タラの芽」の栽培を始め、近隣の「出稼ぎをやめ
たい」という人々を誘って「タラの芽研究会」を組織した。築地や太田の市場に
出荷を始めて 3～4 年で「最も高値の産地」となった 36)。S 氏が中心となっている




販売額を約 180 万円（1985 年）から 3,450 万円（1991 年）へと大きく増加させ






作で規模の拡大に努めた H 氏、畑作の振興を推進した Y 氏、農業行政を担当した
A 氏、農協の現場で推進した N 氏達の農業生産面だけではなく、暮らし考房で都































































が何層もあるような状況ができれば良い」 44)と言う。  














































































































































5)金山町交流会機関誌『耕人』創刊号、1983 年  
6)『耕人』創刊号、p.40 
7)2016 年 4 月 30 日に行った元金山町役場職員 M 氏への聞き取りによる。  
8)『耕人』創刊号  
9)阿部進「汗のむくいられる農業を－わが研究会の農家調査奮戦記－」『住民と自
治（86 年 3 月号）』自治体問題研究所、1986 年、pp.58-59 





耕人舎、1985 年  
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14)2014 年 6 月 7 日、N 氏  
15)須藤典夫「金山町農民交流会のあゆみ」『耕人舎資料 etc』1999 年、p.20 
16)同  
17)2016 年 4 月 30 日、M 氏  
18)栗田和則『耕す日々』耕人舎、1985 年、p.185 
19)『耕人』第 3 号、pp.27-30 
20)須藤前掲資料、p.20 
21)2016 年 4 月 30 日、M 氏  
22)宇佐美繁「東北農業の性格と再構成」河相一成・宇佐美繁編『みちのくからの
農業再構成』日本経済評論社、1985 年、p.398 
23)2014 年 6 月 14 日、Y 氏  
24)「人間を磨け、心を磨け。人は人でしか磨けない」フィデア総合研究所『Future 
SIGHT』63 号、2014 年、p.24 
25)『金山の野菜』金山町野菜研究会、1985 年  
    
26)重富真一「農業経営者能力形成過程に関する一考察－課題認識の展開を中心に
－」地域農林経済学会『農林業問題研究』第 71 号、1983 年、p.25 
27)2014 年 6 月 14 日、Y 氏  
28)2016 年 4 月 30 日、M 氏  







1979年 1980年 1981年 1982年 1983年 1984年 1985年
１３ ２２ ４８ ７８ １２０ １４３ １６１
計画 500 1,000 2,000 4,000 6,500 8,500 10,000











 出典：盛岡スコーレ高等学校ウェブサイト https://www.schole.jp/highschool/ 
32)2014 年 6 月 16 日、K 氏  
33)多方一成・田渕幸親・成沢一幸『グリーン・ツーリズムの潮流』東海大学出版
会、2000 年、p.75 






会『フードシステム研究』第 12 巻第 3 号、2006 年、pp.13-25 
38)栗田和則・栗田キエ子・内山節・三宅岳前掲書、pp.63-64 
39)多方一成・田渕幸親・成沢一幸前掲書、pp.84-88 
40)2014 年 8 月 28 日、K 氏  
41)2014 年 4 月 28 日、N 氏  
42)中島紀一「山形県北・金山町で新世紀の農協について考える」『21 世紀の JA
の可能性とあり様を探る－2001 年 11 月金山研究会報告（山形県金山町）－（総
合農学研究所リポート No.1）』総合農学研究所、2002 年、p.27 
43)2014 年 6 月 16 日、K 氏  
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第 1 節 地域共同体の閉塞性とその打開  
 













































































































































































































































































しようと行動することを意味する。キー・パースンは、図 3-3-1（第 3 章）で表
した「みんなのためになることをする（公益）ことが自分のためになる」ことを、





























































































































 図 8-4-1 は、図 5-3-2 で示した「金山町における共同体の構造」を元に、「耕人
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なった（御手洗清『土の偉人 金原明善伝』東洋印刷、2009 年）。  


















年 8 月 27 日～8 月 30 日）調査報告』、p.62 
 現在の金山町役場グリーン・ツーリズム担当者が、K 氏を「別格の存在」と捉
え、「時には相談しにくい」ため、結果的に孤立してしまっていると述べている。  
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